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ヘッドライン　ここまで進んだ石油・石炭・天然ガス・
バイオマス利用の化学―天然資源化学への展開
　再生可能エネルギーは究極のクリーンエネルギーといえるが，私たちの暮らしを支える主
要エネルギー源・化成品原料は，依然として化石資源に基づいている。また，化石資源利用
の主役であった「石油化学」は，天然ガス，石炭，バイオマスなどを幅広く含む「天然資源
化学」に発展しており，シェールガス革命にみられるように，化石資源に関わる世の中の事
情も刻々と変化している。今回は，化石資源利用のホットな話題について，専門の方に解説
していただいた。
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理科教育における博物館利用の現状と可能性　　村上雅彦
博物館における化学教育　～国立科学博物館における取り組み～　　若林文高
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次号ヘッドライン 化学教育における博物館利用の現状と可能性

　岡山大学は 1870 年の「岡山藩医学館」などを起源とし，現在は 11 学部 7研究科
3研究所を擁する総合大学です。写真は県内最大の蔵書数約 210 万冊を誇る附属図
書館のうち，ガラス張りの開放的な雰囲気を持つ中央図書館。学生たちの学習形態
に合わせて自由に利用できるラーニングコモンズや，語学学習ブース，グループ学
習室などがあり，学生が集い活気に満ちた賑わいの空間になっています。

表紙の言葉　岡山大学津島キャンパス 中央図書館


